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＊＊小小林林聖聖心心女女子子学学院院のの校校歌歌来来歴歴ににつついいてて＊＊  

  

小林聖心女子学院の校歌は、聖マグダレナ・ソフィア・バラの列福記念に作られた曲が原曲

となっていることをご存知ですか？ 永いこと作曲者不明だった校歌の、来歴がわかるきっ

かけとなる楽譜が発見されたのは、2003年のこと。ローマ字で日本語の歌詞が記された手書

きの校歌楽譜でした。この楽譜のメモが手がかりとなり、原曲へとたどり着く劇的とも言え

るドキュメントが2016年発行の「小林みこころ会会報」第35号に詳解されています。今回、

ご許可をいただき転載いたしました（20・21頁）。ぜひご参照ください。  

 

本歌集では、小林聖心の校歌とは別に、会報で解説されている古い楽譜とその後発見された

新たな楽譜を掲載いたしました。 

① 2003 年に小林聖心の修道院で発見された、ローマ字で歌詞が書かれた校歌の楽譜と歌詞

（5頁〜10頁） 

② 1908 年、聖マグダレナ・ソフィア・バラ列福記念に作曲された校歌の原曲とされる楽譜

（11頁〜18頁） 

③ 2022年夏に発見された英語版の歌詞の楽譜（19頁） 

 

③ は、会報が出た6年後に新たに発見された英語版の歌詞の楽譜です。独特の 

筆記体が聖心の卒業生にはどこか懐かしさを感じさせます。小林聖心女子学院の楚良深先生

は「英語版の楽譜は、2022年に学校の倉庫で偶然見つけたものです。おそらく1925年の聖

マグダレナ・ソフィアの列聖を記念して、イギリス（ローハンプトンではないか）で英語版

がつくられたものと思われます。イギリスで聖心会マザーになられたマザー岩下亀代が、こ

の頃日本に帰国して、小林に着任しておられるので、マザー亀代が持ち帰った可能性も考え

られます」とコメントを下さいました。これからも、歴史のなかに隠された贈り物がどんな

形で手渡されるのか、感謝と喜びは尽きません。 

 

今回、古い資料の楽譜掲載、会報の転載につきましては、小林聖心女子学院校長シスター大

原眞実、楚良 深先生、小林みこころ会前会長辰巳淳子氏（小み55）、会長濱崎由記子氏（小

み57）に多大なご協力をいただきました。心から感謝申し上げます。 
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1935年 2月改定  小林聖心女子学院校歌 

（前頁までのローマ字表記を日本語に直したもの） 

 
あやにかしこき 天皇の 
み稜威を仰ぐ 丘の上の  
我が学舎の 旗高く  
なびくは我ら 修道の  
聖心よりぞ 流れ出る  
母性の愛の 泉こそ 
 
大和心の 桜花  
大和乙女を 育める 
愛に涵せる 義務の念 
この デューティーの 心こそ  
我らのみ母の モットーぞ 
 
これ教育の 源と  
高く掲げて 進むなり 
世界の果ての 果てまでも  
万里の波の 彼方にも  
なにか怖れん 人の為  
愛に国境 無きものぞ 
 
忠と幸とは その華よ  
礼と知識は その水と  
知るや乙女子 聖心の  
花の冠 戴きて  
世にも人にも 尽くせかし 
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第35号　2016年5月28日

－ 6 －

ヴニバルト・ブリーム

マグダレナ・ソフィア・バラ
1865年帰天、1908年福者に。
1925年聖人に列聖　

ドイツの修道院に
保存されていた原曲の楽譜

　♪朝に夕に 鳴る鐘の　澄みて　清けき　丘の上に
　在学中、行事の度に、頭のてっぺんから声を張り上げ歌った校歌。慣れ親しん
だあの調べは、いったい、いつ、誰によって作曲されたものなのでしょう。
　実は長い間、作曲者は不明でした。ところが近年、校歌には、遠くヨーロッパ
の地で作曲された原曲のあったことが、学院の方々の尽力と研究で明らかにされ
ました。
　その原曲とは「聖心会の創立者　福者マザーバラの栄誉への祝祭歌」。作曲者は
ヴニバルト・ブリームというオーストリア生まれの音楽家でした。1908年、マグ
ダレナ・ソフィア・バラが福者に列福された際、お祝いに作曲されたとみられて
います。
　一体、ヴニバルト・ブリームとはどんな人物で、私たちの
母校と、どのようなつながりがあったのでしょう。
　
【修道院で貴重なてがかり】
　原曲発見の発端は、2003年の夏、小林の修道院でみつ
かった、古い手書きの音楽ノート（写真右）でした。そのな
かに校歌の楽譜が含まれていたのです。
　この楽譜は戦前から使われていたもので、歌詞はローマ字
で書かれており、日本語を母国語としないマザー方が聞き
取った音のままに表記したものであることがうかがえます。
　楽譜上部の「School　Song」というタイトルの横、手書きのメモの行間に、小さく
読み取れる「Wunibald  Briem」の文字。これが長らく不明だった作曲者の初めての
手がかりでした。
　現在、高校で歴史を教えていらっしゃる楚良深（そら　しん）先生が、この手がかり
をもとに調査されたところ、ブリームはスイスやリヒテンシュタインとの国境に近い
オーストリアの町フェルトキルヒ生まれ。ミュンヘンで学んだのち、故郷で教える傍
ら作曲者として活動。その作品リストに、マザーバラの祝祭歌があることまで
突き止められ、ブリームと聖心会の直接的なつながりが明らかにされました。
　さらに、祝祭歌の楽譜のコピー（写真右下）を、ドイツ管区のシスターイルゼ
マリー・ヴァイフェンから提供いただき、メロディーが小林の校歌と同じである
ことも確認されたのでした。

【マザーマイヤーと作曲者をつなぐ糸】
　マグダレナ・ソフィア・バラの列福の祝祭歌が、小林聖心の校歌となった詳し
いいきさつはわかりませんが、おそらくは、小林の創立者であったマザーマイ
ヤーが来日の際、楽譜を持参されていたのだろうというのが楚良先生のご推測
です。
　マザーマイヤーの兄で司祭であったルーペルト・マイヤーが、フェルトキルヒ

特集記事
（平成27年度の総会で披露された46回生制作の資料映像「いつも音楽とともにあった」より）

の町に赴任していたこともわかっており、教会のオルガニストを務めてい
たブリームとは、おそらく知り合いであったことでしょう。ルーペルトを
通じて、ブリームに祝祭歌の作曲が依頼された可能性もあるのです。
　ドイツ語圏で作られた原曲ですが、いまでは当地ではあまり歌われてい
ないとのこと。2004年の創立者の記念日に、ローマの聖心会修道院でイタ
リア語版が歌われたこと、スペインや中南米諸国ではスペイン語版、
ニュージーランドでは英語版が歌われているという情報があるそうです。

【歌詞について】
　こうして、校歌の曲について、多くのことがわかりましたが、歌詞を作
詞したのが誰であるのかは、いまだわかっていません。
　明治期の作家で教育者であった星野天知作詞とする説や、その夫人で、
住吉聖心（小林聖心の前身）設立のころから、マザーマイヤーの片腕として
活躍された星野萬学監によるものではないかという説もあります。
　前出の修道院でみつかった楽譜には英語の手書きメモで、「歌詞は1935
年に変更されたので、これはオリジナルではない」と記されています。そ
の後、「1947年ごろに現在の歌詞に変わった」という卒業生の証言もあり、
いくつかの変遷があったことは明らかです。
　いつの日か、修道院のどこか、あるいは、学院の記録の思わぬ片隅から、
校歌の作詞者について記したメモが発掘されるーそんなサプライズな出来
事が起こるといいですね。

【音楽教育の源泉】
　クリスマスキャロルをはじめとする数々の行事やミ
サ。振り返れば、みなで声を合わせて歌うことの実に多
い学院生活でした。こういった小林の音楽教育の源泉に
ついて、『日本における聖心会八十年の歩み』のなかで、
シスター三好切子は次のように記しておられます。
「初期に来日した修道女のなかには、優秀な音楽家が何
人もいた。中でもマザーマイヤーとマザークーンはすば
らしいピアノの先生として、生徒たちの尊敬を集めてい
た。今でも機会あるごとに生徒・卒業生が声を合わせて
歌う『聖心（みこころ）への射祷（しゃとう）』はマザー
クーンが作曲したものである」　
　♪May the Sacred Heart of Jesus
 　　　　Be every-where known and loved
　　　　　　　　　　　　　　（「聖心への射祷」歌詞）

　明治・大正期、遠い異国から来られたマザーたちが、
信仰と音楽の力によって言葉の壁を越え、生徒たちと心
を通わせる―そんな日々の積み重ねが、今にいたる小林
の音楽教育につながっているのかもしれません。

（文責　46回生　村田佳子）

校歌のルーツ 明らかに
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　在学中、行事の度に、頭のてっぺんから声を張り上げ歌った校歌。慣れ親しん
だあの調べは、いったい、いつ、誰によって作曲されたものなのでしょう。
　実は長い間、作曲者は不明でした。ところが近年、校歌には、遠くヨーロッパ
の地で作曲された原曲のあったことが、学院の方々の尽力と研究で明らかにされ
ました。
　その原曲とは「聖心会の創立者　福者マザーバラの栄誉への祝祭歌」。作曲者は
ヴニバルト・ブリームというオーストリア生まれの音楽家でした。1908年、マグ
ダレナ・ソフィア・バラが福者に列福された際、お祝いに作曲されたとみられて
います。
　一体、ヴニバルト・ブリームとはどんな人物で、私たちの
母校と、どのようなつながりがあったのでしょう。
　
【修道院で貴重なてがかり】
　原曲発見の発端は、2003年の夏、小林の修道院でみつ
かった、古い手書きの音楽ノート（写真右）でした。そのな
かに校歌の楽譜が含まれていたのです。
　この楽譜は戦前から使われていたもので、歌詞はローマ字
で書かれており、日本語を母国語としないマザー方が聞き
取った音のままに表記したものであることがうかがえます。
　楽譜上部の「School　Song」というタイトルの横、手書きのメモの行間に、小さく
読み取れる「Wunibald  Briem」の文字。これが長らく不明だった作曲者の初めての
手がかりでした。
　現在、高校で歴史を教えていらっしゃる楚良深（そら　しん）先生が、この手がかり
をもとに調査されたところ、ブリームはスイスやリヒテンシュタインとの国境に近い
オーストリアの町フェルトキルヒ生まれ。ミュンヘンで学んだのち、故郷で教える傍
ら作曲者として活動。その作品リストに、マザーバラの祝祭歌があることまで
突き止められ、ブリームと聖心会の直接的なつながりが明らかにされました。
　さらに、祝祭歌の楽譜のコピー（写真右下）を、ドイツ管区のシスターイルゼ
マリー・ヴァイフェンから提供いただき、メロディーが小林の校歌と同じである
ことも確認されたのでした。

【マザーマイヤーと作曲者をつなぐ糸】
　マグダレナ・ソフィア・バラの列福の祝祭歌が、小林聖心の校歌となった詳し
いいきさつはわかりませんが、おそらくは、小林の創立者であったマザーマイ
ヤーが来日の際、楽譜を持参されていたのだろうというのが楚良先生のご推測
です。
　マザーマイヤーの兄で司祭であったルーペルト・マイヤーが、フェルトキルヒ

の町に赴任していたこともわかっており、教会のオルガニストを務めてい
たブリームとは、おそらく知り合いであったことでしょう。ルーペルトを
通じて、ブリームに祝祭歌の作曲が依頼された可能性もあるのです。
　ドイツ語圏で作られた原曲ですが、いまでは当地ではあまり歌われてい
ないとのこと。2004年の創立者の記念日に、ローマの聖心会修道院でイタ
リア語版が歌われたこと、スペインや中南米諸国ではスペイン語版、
ニュージーランドでは英語版が歌われているという情報があるそうです。

【歌詞について】
　こうして、校歌の曲について、多くのことがわかりましたが、歌詞を作
詞したのが誰であるのかは、いまだわかっていません。
　明治期の作家で教育者であった星野天知作詞とする説や、その夫人で、
住吉聖心（小林聖心の前身）設立のころから、マザーマイヤーの片腕として
活躍された星野萬学監によるものではないかという説もあります。
　前出の修道院でみつかった楽譜には英語の手書きメモで、「歌詞は1935
年に変更されたので、これはオリジナルではない」と記されています。そ
の後、「1947年ごろに現在の歌詞に変わった」という卒業生の証言もあり、
いくつかの変遷があったことは明らかです。
　いつの日か、修道院のどこか、あるいは、学院の記録の思わぬ片隅から、
校歌の作詞者について記したメモが発掘されるーそんなサプライズな出来
事が起こるといいですね。

【音楽教育の源泉】
　クリスマスキャロルをはじめとする数々の行事やミ
サ。振り返れば、みなで声を合わせて歌うことの実に多
い学院生活でした。こういった小林の音楽教育の源泉に
ついて、『日本における聖心会八十年の歩み』のなかで、
シスター三好切子は次のように記しておられます。
「初期に来日した修道女のなかには、優秀な音楽家が何
人もいた。中でもマザーマイヤーとマザークーンはすば
らしいピアノの先生として、生徒たちの尊敬を集めてい
た。今でも機会あるごとに生徒・卒業生が声を合わせて
歌う『聖心（みこころ）への射祷（しゃとう）』はマザー
クーンが作曲したものである」　
　♪May the Sacred Heart of Jesus
 　　　　Be every-where known and loved
　　　　　　　　　　　　　　（「聖心への射祷」歌詞）

　明治・大正期、遠い異国から来られたマザーたちが、
信仰と音楽の力によって言葉の壁を越え、生徒たちと心
を通わせる―そんな日々の積み重ねが、今にいたる小林
の音楽教育につながっているのかもしれません。

（文責　46回生　村田佳子）

出典について
今回ご紹介した内容
は、冊子「研究のあ
ゆみ」に発表された
「小林聖心女子学院の
歴史遺物～創成期の
校歌について～」お
よび、授業向けに作
成された教材内容か
らまとめさせていた
だいたものです。「研
究のあゆみ」16号と

17号には、「校歌の原曲」の研究の経緯、原
曲の歌詞、また古い校歌の歌詞なども発表さ
れています。

★掲載写真について★
校歌原曲である祝祭歌の楽譜、作曲者ヴニバル
ト・ブリーム、マザーマイヤーの兄、ルーペル
ト・マイヤーの写真はいずれも楚良先生からご
提供いただきました。
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A WORLD OF DIFFERENCE

Words by JOSEPH and PAMELA MARTIN
Music by JOSEPH M. MARTIN (BMI)

It takes the sunshine and the rain
to help a garden grow.
The sun and moon together work
to make the ocean flow.
Our strength is in our differences,
the gifts we have to share
and together we can build
a better world for people ev'ry where.

We're the colors of the rainbow.
We're the stars up in the sky.
No two of us are quite the same and
here's the reason why:
We all have a purpose
and a special place to serve,
For it takes a world of differences
to make a difference in our world.

Mountains need the valleys.
the water needs the sand,
And we all need each other
to lend a helping hand.
So we must work together;
We can't do it alone.
Yes, we all need each other
to make this house a home.

We're the colors of the rainbow
We're the stars up in the sky.
No two of us are quite the same and
here's the reason why:
We all have a purpose
and a special place to serve,
For it takes a world of differences
to make a difference in our world.

(reprise)
For it takes a world of differences
to make a difference in our world.
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團　伊玖磨
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團　伊玖磨
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校　歌（札幌聖心旧校歌）
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校　歌（札幌聖心旧校歌）
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